
 

The Qaulities of Trees Grown in Southern Hokkaido（Ⅱ） 

－Wood Qualities of Hiba－ 

Studies were made on the qualities of Hiba，Thujopsis dolabrata Sieb．et Zucc．var．hondae Maki-

no，grown in Southern Hokkaido．The results are summarized as follows： 

(1) In the early period its growth was not good，but no falut was found in its trunk． 

(2) The bulk density and shrinkage of the wood tested and some of its mechanical properties 

were found to be almost equal or even superior to the previously-known qualities of the same spe-

cies． 

道南地方に生育するヒバについて，その材質を調査した。得られた結果は次のとおりである。 

1）試験した供試木は，いずれも初期生長が悪かったが，欠点は認められなかった。 

2）容積密度数，収縮率，強度性能のいずれもが，既往の知見と同等かそれ以上の性質を示した。 

1．はじめに 

道南地方に分布するヒバは，植物分類上は，日本固 

有の種であるアスナロ属（Thujopsis）のアスナロ 

（Thujopsis dolabrata Sieb．et Zucc.）の変種ヒノキア

スナロ（Thujopsis dolabrata Sieb．et Zucc．var．hondae

Makino）であるとされている1)。 

これらの樹種は林業上では“ヒバ”と呼ばれている 

が2)，一般にもこの名が使われることが多い。 

道内には渡島，檜山両支庁管内に85万4千m3（平成 

2年4月1日現在）のヒバの蓄積があり3)，地域の重 

要な資源となっているが，その性質などについての検 

討はほとんどなされていない。 

今回，道南地方産材の材質を調査する一環として， 

この樹種について調査を行ったので，その結果を報告

する。 

 

2．供試木および試験方法 

国有林江差事業区163林班（イ）小班で3本の供試 

木を選んだ。供試木の概要を第1表に示す。これらは 

この地方で生育しているものの中で標準的なものであ

り，外見上の欠点もなかった。 

各供試木の地上高1.3mと3.3mの位置で厚さ約5cm 

の円板を採取した。これらの円板の4方向（山，谷， 

左，右）について，年輪幅を測定した。また，この4 

方向について容積密度数を測定した。容積密度数の測

定は，髄から5～10年輪ごとに分割した小試験片につ 
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いて浮力法で行った。

　次に，地上高1.3m～3.3mの間の素材から厚さ3cm

の心持ち耳付き板を採取した。この板から，収縮率お

よび強度試験用試験体を採取した。

　収縮率測定用の試験体は，製材直後の上記の心持ち

耳付き板から次のように木取った。すなわち，まず樹

心から二つにひき割り，その板をさらに樹心側から外

側に向かって2.5cmの棒状に連続してひき割った。そ

の後，ほう削，鋸断し，2.5×2.5×6.0cmの試験体と

した。この試験体に十分水を含ませ，飽水状態になっ

てから測定を開始した。

　強度試験用の試験体は，製材した耳付き板を，気乾

状態になるまで天然乾燥した後，上述と同じ方法で棒

状に木取った。その後，JISに準じて各試験に見合う

長さに鋸断し，ほう削し，試験に供した。なお，曲げ

試験体の寸法は2.5×2.5×40cm，圧縮試験体は2.5×

2.5×6.0cmとした。また，曲げ試験はスパン36cmの中

央荷重方法で行った。

　3．結果と考察

　3.1  年輪幅

　各供試木の地上高1.3mでの年輪幅の水平変動を第

1図に示す。いずれの供試木も伐採時からさかのぼる

と約100年前までは非常に生長が悪く，多少の変動は

あるもののおおむね1mm以下の年輪幅で推移してい

た。この部分がいわゆる“ケルン”(Kern，年輪核)4,5）

と称されている材部である。

　年輪幅はその後の20年間ぐらいで急激に増加し，

1.5～2.5mmぐらいにまで達する。そしてその後，徐々

に減少傾向をたどっている。
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　3本の供試木のうちで，生長良好な部分の年輪幅が

最も大であるのはNo.1であり，逆に，No.2が最も小

であった。

　ヒバの年輪幅については，青森県に生育していたも

のについて調査した次のような知見がある。すなわち，

松本6）は樹齢200年生の生長，形質ともに優良な立木

では，生長初期に2.0mmを超える生長をし，その後徐々

に生長が衰え，150年を超える頃に1.0mm以下になった

と報告している。

　また，山井ら7）は，生長状態の異なる立木について

調査した結果，平均年輪幅の出現範囲が0.8～4.8mmで

平均値2.25mmという値を得たと報告している。

　本供試木の場合，樹心近くの被圧されていた部分を

除けば，その生長は，既往の知見6）,7）とほぼ類似して

いるものと言えよう。

　3.2　容積密度敷

　地上高1.3mと3.3mの位置での容積密度数の水平変

動を第2図に示す。いずれの供試木も類似の水平変動

のパターンを示した。すなわち，樹心近くの値が一番

大であり，いずれも400kg/m3以上の値であった。

　容積密度数は，その後，樹心から外側に向かって徐々

に減少しており，髄から15cmぐらい離れた位置（年数

では髄から150年前後）では350kg/m3前後の値となっ

た。なお，地上高1.3mと3.3mでの容積密度数を比較

すると，髄からの距離が等しい位置では両者の値はほ

ぼ等しかった。

　蕪木らは青森県産のヒバの容積密度数を調査し，心

材，辺材の平均値としてそれぞれ347，326kg/m3とい

う値を報告している8）。今回の供試木では，No.1の

地上高1.3mの辺材部の値以外は，いずれも上述の値

を大きく上まわっていた。

　容積密度数のこうした違いは，それぞれの生育状況

の違いを反映している。すなわち，蕪木らの調査した

材は平均年輪幅が2.4mm9）であったのに対し，今回の
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供試木では初期生長が悪かったため，地上高1.3mの

部位で平均年輪幅を求めるとNo.1，2，3がそれぞ 

れ1.1，0.9，1.2mmであった。 

3.3 収縮率 

収縮率の測定結果をとりまとめ第2表に示した。3

本の供試木を比較すると，収縮率の各値とも，No.1

とNo.3はいずれもほぼ同じような値であった。しか

し，それぞれの最小値および平均値について，No.2

は他の2本より若干ではあるがいずれも大となってい

た。これは，No.2の年輪幅が他の2本より狭く，比 

重が大であるため，収縮率の値も他より大きくなった

ものと考えられる。 

このように，3本の供試木の数値に若干の差異はあ

るものの，収縮率は全体的には既往の知見8～10)とほ 

ほ類似したものであった。 

3.4 強度性能 

強度試験の結果を第3図に示す。樹心から外側への 

水平変動では，曲げ強さ，曲げヤング係数，圧縮強さ

のいずれもが各供試木とも髄から5cm前後の位置で最 

大値を示し，以後外側にむかって減少傾向を示した。

供試木ごとに比較すると，No.2は年輪幅が狭く， 

比重が高いため強度性能も他の2本より優れていた。 

今回得られた試験結果は，既往の知見7,9～11)と同 

等かそれ以上の値を示していた。 
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　4．まとめ

　道南地方に生育するヒノキアスナロ（通称ヒバ）に

ついて，その材質を調査した。

　供試木はいずれも初期生長が悪かったが，欠点は認

められなかった。

　一般に，ヒバは耐久性に優れており，木目，木肌の

美しさ，独特の香などのため建築材として高い評価を

受けている。今回調査したものについても，容積密度

数，収縮率，強度性能のいずれもが，青森県産などの

ヒバについて試験して示されている既往の知見と同等

か，それ以上の性質を持つことが示された。
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